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【対象】2001年6月から2007年12月までに大

腸穿孔に対し手術を施行 した50症例 (男女比

27:23,平均年齢70.8歳 (33-98).
【方法】年齢了性馳 穿孔原因,基礎疾患の有無,

術前経過時間,SIRS,術式,穿孔部位,限局性腹膜
炎か汎発性か,術後合併症の有無により検討した.
【結果】穿孔原因は大腸癌に伴うもの13例,憩

室炎29例,その他8例で穿孔部位は右側結腸 13
例,左側結腸および直腸37例だった.死亡率は

20.0%だった.SIRS(p<0.05),限局性腹膜炎か

汎発性か (p<0.05),術後合併症の有無 (p<

0.01)に有意差が認められた.またSIRSの24例

車20例 (83.3%)が汎発性腹膜炎で,死亡率は

33.3%だった.

【結論】大腸穿孔し汎発性腹膜炎となった症例

は予後不良だった.
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1997年1月1日から2007年12月31日までの

11年間に当院で経験した.大腸穿孔性腹膜炎は

ま7伊Jであった.医原性の穿孔が7例あり,原発性
の穿孔は10例であった.平均年齢はおのおの62

歳,77歳であった.入院後24時間以内に手術が

行われたが,術死例は3例あり,いずれも原発例
であった.術死例を除く術後入院期間は医原性

55日原発例は72日であった.医原性としては大

腸内視鏡の粘膜切除時の他,内視鏡操作そのも

の,用指的プジ-による物があった.原発性は悪
性魔境の閉塞に伴う穿孔と憩室による穿孔があ

い半ばした.
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瞳 的】太腸穿孔は細菌性腹膜炎から多臓器不

661

全に陥り,依然救命が困難な症例も少なくない.

今回,当院における太腸穿孔症例の臨床的検討を

行った.

【対象】19銅 年 1月から2007年 12月までで,

当院で手術を施行した太腸穿孔症例40例につい

て検討した.

【結果】平均年齢は64.4歳で,穿孔部位はS状

結腸が最も多く,術前のCT検査では88%に腹
腔内遊離ガス像を認めた.穿孔原因は医原性が最

も多く,他には悪性腫癌,憩室炎,虚血性,炎症

性腸疾患の順に多かった.術式は,病変部切除及

び人工虻門造設が最も多く施行されていた.術死

症例は6例認め,術死症例は,術前白血球数が

3500//ui以下,発症より手術まで12時間以上要
した症例が有意に多かった.

【結論】太腸穿孔症例は,早期診断及び早期治

療が重要と思われた.重症化が予想される症例で

は,より積極的な集学的治療が必要と思われた.
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関根 和彦 ･小林 和明 ･寺島 哲郎

長谷川 潤 ･島影 尚弘 ･岡村 直孝

内田 克之 IEEl鼻 腔三

長岡赤十字病院

【目的】当科における大腸穿孔性腹膜炎手術症

例の経過,臨床的特徴について検討 した.

【対象】2003年から2007年までの虫垂穿孔 を

除く大腸穿孔性腹膜炎33例.

E結果】男 13例,女20例,平均年齢は 67.0嵐

糖尿病,高血圧などの基礎疾患は 11例 に認め ら

れ,ステロイド剤を内服 している例 も 4例認め

た.穿孔原因は悪性腫癌が最も多く (11例),他

に医原性 (大腸内視鏡,涜職),虚血性,果物 (負

骨),憩室炎であった.穿孔部位は左側 (下行結

腸 2例,S状結腸 11例,直腸 11例) に多 く,

82%は術前 CTで腹腔内遊離ガス像を認めた.術

式では Hartmann手術が最も多く施行され (16

例),術後死亡例は1例のみであった.平均入院

日数は賂 7日 (最大 345日)であり,50日以上

の長期入院例 8例では半数の4例に敗血症/DIC


